
「別府市公共施設再編計画（案）」についての 
の 市の  

 
 

No. ご意見の要旨 ご意見に対する本市の考え方 

1 

使用されていない施設は工夫

を凝らして時代にあった使い

方を考えることや、未来に向か

って今から改革を行うことは

大賛成である。 

別府市公共施設再編計画（以下「再編計画」）の基本

的考え方にご賛同いただけるものと承りました。 

公共施設の最大限の有効活用を図るべく、今後も公

共施設マネジメントを推進してまいります。 

2 

南海トラフ地震や、いつ起こ

ってもおかしくない災害に対

して強いまちにしてほしい。 

別府市公共施設適正配置計画（以下「適正配置計

画」）第 1 章の 5 の(4)マネジメントの取組方針⑦に

おいて、防災への対応を以下のように述べておりま

す。この方針に沿って防災担当課とも連携し災害に強

いまちづくりに努めます。 

「公共施設は災害時の避難所、備蓄倉庫など，市民

のいのちを守るための防災機能の役割も果たしてい

ます。今後とも、その役割を安定的に果たすため、適

切かつ的確に老朽化対策や施設の再配置を行い防災

機能の向上を図ります。」 

3 

腰痛の酷い父が、竹瓦温泉の

深い湯船につかるのに苦労し

た。浴槽内部に踏み台を設置し

てほしい 

竹瓦温泉の駐車場を、国道を

渡らなくて良い場所へ設置し

てほしい。 

お寄せいただいたご意見は、今後の竹瓦温泉の施設

整備の参考とさせていただきます。 

4 

長期の政策にかかわることな

ので、もっと市全体の財政的な

状況や、施設運営状況・収支状

況などの情報を全て提供して

ほしい。 

再編計画策定にあたっては、各施設の運営状況・収

支状況などの情報を収集しています。 

各施設の詳細な情報につきましては、統一した形式

に編集して、後日公開する予定としております。 

今後、施設再編を進める上で情報開示は重要と認識

しておりますので、積極的な情報提供に努めてまいり

ます。 

5 

幅広い年代（特に将来を担う子

供世代）からの意見を聞くべき 

再編計画については、平成 29 年度において住民向

けの説明会を開催する予定としており、再編計画につ

いて周知をはかるとともに、個別計画を策定する際に

は、住民よりご意見をうかがいます。その際には子供

世代からの意見を聞く方法等についても、検討させて

いただきます。 

6 
市営温泉については年間パス

制度にしてはどうか。 

お寄せいただいたご意見は、今後の市営温泉施設運

営の参考とさせていただきます。 



No. ご意見の要旨 ご意見に対する本市の考え方 

7 

別府公園駐車場入口の管理人

室の建物がみすぼらしい。別府

市は観光地であるので、恥ずか

しくないものにしてほしい。 

再編計画の対象は、床面積 100 ㎡以上の施設として

おります。ご指摘の建物は、計画の対象外となります

が、お寄せいただいたご意見は、今後の公園施設整備

の参考とさせていただきます。 

8 

市立幼稚園に通うことで小学

校との交流もあり、「小学校」に

慣れ親しむことができた。再編

計画では幼稚園の再編が必要

とあったが、子供の立場からす

ると本当にベストだろうか。一

校一園であるからこそ、子供も

親も安心できると思う。 

別府市の将来を背負う子ども

達のためを考えた計画として

ほしい。 

適正配置計画の幼稚園の用途別方針でもお示しし

たとおり、市立幼稚園に通う児童数の減少により、現

状でも全体的な就園率は 50％前後となっており、今

後の人口減少等を考慮すると、幼稚園の再編は避けら

れないものと考えます。 

また、市の最上位計画である総合計画においては、

幼児教育のあり方を「利用者ニーズに応じた幼稚園教

育が提供されるとともに、保育所（園）、幼稚園、小

学校、地域との連携・交流による幼児教育が行われ、

子供たちが健やかに育っている。」としています。 

今後、教育委員会の適正化計画において、利用者ニ

ーズや教育の質の確保に十分配慮したうえで、施設の

再編を検討します。 

9 

公設卸売市場の方針で「市場

の活性化と経営力強化を図り」

とあるが、年々、取扱量や場内

事業者が減少し、老朽化し赤字

続きの施設でどうやって活性

化し経営力強化を図るのか。 

広大な敷地を、市場だけで使

用するのはもったいないので、

市場と道の駅を一体化した市

民にも観光客にも役立つ施設

つくりをしてみてはどうか。 

市民や観光客が集まる道の駅

を作り生産者が直接持ち込み

販売できるようになれば、生産

者の意欲向上に繋がるのでは

ないか。 

道の駅での販売が増大すれ

ば、青果・魚・花き各市場の活

性化に繋がるのではないか。 

適正配置計画第 2 章の 1基本的考え方の（4）「民間

事業者等の活用」や、同(6)「収益事業化等の検討」

に基づき、今後の公設市場の在り方を検討する際に、

お寄せいただいたご意見を参考に、民間活力の導入な

ど様々な手法を検討し、施設の有効活用を図ってまい

ります。 

 


